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円状のパターン (B)，側方運動量の小さい単純な開閉口パターン (C) および大きい校合相を持つ三

























層に存在していた。また第一スパイクの潜時は平均22.8ms と長くなり 10ms 以下の短い潜時を持
つものは言忍められなかった。
以上の実験結果から大脳皮質岨鴨野の運動出力と感覚入力の関係は それぞれの位置的関係から
機能的な意義があることが示唆された。しかし，感覚入力の変化が運動出力そのものを変化させるほ
ど緊密な関係でないことが明らかとなった。
論文審査の結果の要旨
本研究は大脳皮質阻鴫野における感覚の受容と顎運動パターンの誘発部位との関係を，正常動物と
口腔・顔面からの感覚を慢性的に遮断した動物(神経切断動物)を用いて比較し，この皮質部位の可
塑性を検討したものである。
正常なウサギでは大脳皮質喧鴫野内の刺激部位と誘発顎運動パターンとの間には岨鴫野の背腹方向
に一定の関係が認められた。一方，この部位に投射する口腔感覚の受容野も背腹方向に変化し，運動
出力様式と感覚入力様式に一定の関係が認められた。神経切断動物では，口腔感覚入力の大部分が失
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われるため，岨鴫野への感覚投射様式は大きく変化した。しかし，皮質誘発部位と顎運動パターンの
関係には正常動物の場合に比して，著しい変化が認められなかった。これらの結果から，岨鴫野での
感覚入力については可塑性に豊んでいるが，皮質刺激により顎運動を誘発する機構は比較的可塑性に
之しいことが明らかとされた。
本研究は，岨鴫に対する皮質性制御を解明する上で非常に有益な示唆を与えるものであり，本研究
者は博士(歯学)の学位を得る資格があるものと認めるO
-472 一
